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第 3回 石炭大国・中国のいま  



































































中国における石炭の年間需要は 1980 年代後半に凡そ 10 億トンであったが、1990
年代に徐々に増加し、2002年に 15億トンに達した。当時は、国内需要のほぼ全量を
国産でまかなっていた。1980年代後半から 2000年前後にかけ、約 15年間で 1.5倍
という速度で増加した石炭需要は、2000年以降に急激に増加速度を上げる。2002年
から 2012年までの 10年間で石炭需要は 3倍近くに増加、ピークとなった 2013年に
は 42 億トンを超えた（図 1）。全世界の石炭需要に占める中国の割合は、1990 年に




















電で 45.2％、次いで工業が 22.9％、コークス生産が 15.3％、熱供給が 6.1％と
なっている。 
「最終消費」は「転換部門」と比較して CO2や汚染物質の排出など環境負荷




















年には約 40 億トンまで増加、その後は減少に転じ 2017 年の年間生産量は約 35
億トンであった。2017年の生産量を炭種別にみると、一般炭（無煙炭・褐炭を含
む）が 24.2 億トン、原料炭が 11.0 億トンとなっている 3。世界の石炭生産量に




中国は、1990 年代まで世界有数の石炭輸出国であった。特に 1999 年からの
2001 年の 2 年間で輸出量を 4000 万トンから 9000 万トンに倍増させ、南アフ
リカ、インドネシアを抜いて豪州に次ぐ世界第二位の石炭輸出国となった。と
ころが、2000年代半ば以降は急増する需要に供給が追いつかず、これを補う形











入が 3 億トン弱（2017 年）と輸入比率は低いが、世界全体での石炭の貿易量が









の主な要因は、政府による減産政策である。2016 年 1 月、山西省視察中の李克強首
相は同地での講話で石炭生産能力削減を大々的に打ち出し、翌 2月には国務院より政
策文書 5が、3月には発展改革委員会（以下「発改委」）より具体的な措置を定めた文















格が急上昇した。6月 1日に 380元／トンであった一般炭国内価格は、約 5カ月

















































 写真 1、2：筆者撮影 
 写真 3：無煙炭（左）By Amcyrus2012（CC-BY-4.0, via Wikimedia 
Commons.）、褐炭（右） By Emilian Robert Vicol（CC-BY-2.0, via Wikimedia 
Commons.） 
 
1 International Energy Agency, "Coal Information 2016"より。 
2 財務省貿易統計より。 
3 中国石炭資源網データより。 






                                                        
